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1 事業の成果

G7広島サミットが開催され年間を通じて日本への注目が集まる中、創立 10周年を迎えた本年度は、ア

ドボカシー、コミュニケーションおよび連携促進の相互に繋がる活動を 3本柱として、これまでに築き

上げてきた国内外のステークホルダーとの連携を更に強化させ、コロナ禍に加え、気候変動や薬剤耐性

問題などその他の危機や脅威により後退したマラリアの状況を打開してマラリア対策を当初の軌道に戻

すべく、マラリアに関する普及啓発事業や途上国でのマラリア問題解決に資するための支援事業を推進

した。主な成果としては、①アフリカのサプサハラ地域で広まる稲作がマラリアの感染リスクを高めて

いるという最新の文献調査結果を受け、マラリア議連ほかと国際会議を共催し今後の対策についての提

案や関係機関への働きかけを専門家などと確認して、マラリア議連へ要望書を手交、②日本企業の技術

によるマラリア対策への貢献の可能性、持続可能な開発目標(SDGs)達成のための課題など分野横断的連

携の重要性や、関係するステークホルダーとの連携強化および継続的なマラリア対策の必然性などを

「ZEROマ ラリア 2030キ ャンペーン」イベントや『Nature Outlook:Malaria』 特集号への記事掲載な

どによる情報発信を通じて紹介、また、③第 10回ゼロマラリア賞は、八重山で成し遂げられたゼロマラ

リアの偉業を評価し表彰、そして、年間を通じた講演会にてマラリア啓発活動を継続的に実施した。イン

ドにおけるゼロマラリア達成に向け日本の技術による貢献の可能性については関係者と協議を重ね、来

年度も検討を継続予定である。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【30,757】 千円)
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ラリア対策、国際連携および分野横
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カにおける稲作振興とマラリア
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表彰式は 6月 20日 に沖縄県石垣市桃
里にある伊野田公民館隣の農村公園
広場内にて開催、「八重山ゼロマラリ
ア達成の碑建立期成会」会長へ賞状
を授与しました。同式では、八重山民
謡の第一人者 による「マ
ラリア撲滅の歌」などが抜露され、八
重山諸島からマラリア感染者がいな
くなってから60年というその偉業を
祝いました。

「マラリアは、患者がいなくなった
から、死者がいなくなったから、終わ
るわけではなく、衛生状況の悪化や
温暖化などによる生態系の変化で、

公募
R54年 2

月 27日
～3月 2

4日

発表
R5年 4

月 25日

表彰式
R5生F6
月 20日

メデ ィ
ア で 紹
介 :八重
山 毎 日
新聞 R5

年 5月 3

日 (受
賞 )、 6

月 21
日、琉球
新報 6

月 21
日、沖縄
テ レ ビ
6 月 27

公募。発
表 :弊 W
EBサイ
ト掲 載
https:/
/1wl ma
lariano

■ore.Jp

/、 弊 Fa

cebook
上や PR
TIMES

教鰈姉駄御降醐師賊内

表
沖

石
桃
あ

野
民

の
公
場

3名 八重山の

戦争マラ
リアを含
めマラリ
ア制圧に

関心があ
る日本全
国 の 個
人・団体
で弊 WEB
サイ トや
Facebook
閲覧者の

不特定多
数

メディア
で紹介 :

八重山毎
日新聞と
琉球新報
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/malaria
nomore=_1

/arch iv
es/13541

沖縄テレ
ビhtt匹

na lar i

６０
　
　
ア
‥
縄
な
Ｔ

ｊヽ
レ
聴
よ
重
新
球
購
不
数

・，
　
　
イ
介
沖
き
Ｏ
ｅ
テ
視
お
八
日
琉
の
の
多

場
　
　
デ
紹
Ｋ
お
Ｈ

ｖ
縄
の

ヽ

毎ヽ
や
報
者
定

会
名
　
メ
で
ＮＩ
ｒ
わ

ｅ
沖
ビ
者
び
山
聞
新
読
特

873

‘
４



いつ舟ひ流行するかわかりません。
そんな時代だからこそ、歴史から学
び、未来に備える意義が高い」ことな
ど理事長メッセージが代読された。

彰式の様子は
OTeye」 、
日新聞や琉球

、NHK沖縄「おきな
沖縄テレビ、八重

1新報などで紹介さ

同表
わH
山毎
れた

日、NⅡK
沖 縄 6

月 28日

anomore

m左型旦
ves 1354

8

NIK沖縄
ht_L2S://

malarian
o■ore=12
archive

s/13550

マラリア
に関する
普及啓発
事業

日本国内におけるマラリアに対する
理解向上および日本のマラリア対策
の促進に寄与する目的で、蚊が運ぶ
病気とは何かをわかりやすく広 く一
般市民に伝えるとともに、幅広い視
野を持つことの重要性と他分野と連
携 して地球規模課題の一つであるマ
ラリアの関心を高め、その対策に取
り組むことの必要性について情報発
信に努めた。

最新のマラリアに関する情報提供の
ために、①ウェプサイトや Facebook
などの SNSおよびメルマガで情報発
信、ニュースレターや年次報告書の
配布などを実施した。②ⅦO世界マラ
リア報告書2022のプリーフィングキ
ット「グローバルメッセージ」を日本
語翻訳して冊子を作成して配布。③
マラリア対策に関する世界のニュー
スを日本語翻訳してウェプサイ ト上
で紹介した。例えば、 (1)ⅢM米国ら
が開始したプロジェクト「ヘルス・フ
ァイナンス・コアリション」がトラン
スフォーム・ヘルス・ファンドヘの
5000万米ドルの投資を約束したこと
を米・アフリカ首脳会議で発表した
記 事 、 (2)ⅢM米 国 主 催 す る
「Forecasting Healthy Futures (健
康な未来を予測する)∫ からの最新情
報や、(3)サ ッカー界のレジェンドが
マラリアヘの認知向上を目指して、
RBMパートナーシップとともにサッ
カークラブ「Zero Malaria F■ 」設
立を表明した記事など。

①通年
② 通年
(報告書
R4年 12

月公表)

③随時

①―③メ
ー ル配
信、弊T
EBサイ
ト掲 載
https:/

/WWW.皿 a

lariano

■ore.lp

/、 弊 Fa

cebook
上、年次
報 告 書
冊子

1)3名 1)

①―③
蚊を媒介
とする感
染症マラ
リア制圧
に関心が
ある日本
全国の個
人・団体
で弊 WEB
サイ ト閲
覧者およ
びニュー

ス レター

や冊子な
ど資料を
手にした

不特定多
数

1)

①―③
蚊を媒介
とする感
染症マラ
リア制圧
に関心が
ある日本
全国の個
人・団体
で弊 WEB
サイ ト閲
覧者およ
びニュー
スレター
や冊子な
ど資料を
手にした
不特定多
数

1,456

1)

日本国内でのマラリアに対する意識
向上を目的に、講演、取材、執筆を通
じて継続的なマラリア対策の必要性
を紹介した。

マラリアの現状、対策の進捗、国
際連携や分野横断的な対策の必
要性などを大学など学生向けに
講演した。また、マラリアの感染
を予防するための長期残効性防
虫蚊帳の製造・販売などのアフリ
カビジネス展開の経験などを活
かして、マラリアの脅威や国際社
会の支援の必要性、マラリアを始
めとするグローバルな課題への
ビジネスを通 じた持続的な貢献
の必要性を企業内研修での講演
をとおして共有、途上国でのマラ
リア問題解決に資する人材育成
に寄与した。

1)計 6

回① R4
年 10月

5日②R
4年 12

月 9日
③R5年
2 月 20
日④ R5
年 3月 6

日⑤ R5
年 4月 4

日⑥ R5
年 6月 9

日
2)R5年
6月 1日

1)①③
④⑤オ
ン

ン

戸
お
オ
イ
衆
第
員
国
議
2)

フ
、②
大
よ
ン

ン .

議

′ゝ
7●館

際
室
オ

イ
1神

だ
」̀ト
び
フ

⑥
爬レ

レし

議

ライン

△

=

ン

1)

①2名
②2名
③l名

④l名

⑤3名
⑥l名
2)2名

1)

①特定の
企業内研
修参加者
②神戸大
学異分野
共創型教
育開発セ
ンター創
設イベン
ト参加者
③ 日本広
告業協会
CSR委員
会主催セ
ミナー参
加者④特

1)

①5名

②会場 70

名、オン
ライン30

名
③500名
④6名
⑤政策対
話参加者
16名 、講
演報告 :

日韓関係
やマラリ
ア制圧に
関心があ
る日本全

399

″
０



2)環境
材を
事が

系月刊誌『クリンネス』
受け、寄稿、同誌 7月 号
掲載された。

の収
に記

発行 定の企業
内研修参
加者⑤特
定の企業
内研修参
加者⑥政
策対話参
加 者 16

名、講演
報告 :日

韓関係や
マラリア
制圧に関
心がある
日本全国
の個 人・

団体で弊
WEBサ イ
ト」゙)Face

book閲覧
者の不特
定多数
2)同誌購
読者 (毎

月 2万部
発行)

国 の 個
人・団体
で弊 TEB
サイ トや
Facebook
閲覧者の

不特定多
数 ⑥政
策対話参
加 者 16
名、講演
報告 :日

韓関係や
マラリア
制圧に関
心がある
日本全国
の個 人・

団体で弊
TEBサイ
トやFace
book閲覧
者の不特
定多数
2)同誌購
読者 (毎

月 2万部
発行 )

マ ラ リア
に関する
普及啓発
事業

日本国内におけるマラリアに対
理解向上および日本のマラリア
の促進に寄与する目的で、1酬MJ

動の三本柱である①ア ドポカシ
② コミュニケーション、③連携
の其々の活動が相互に関係する
外連携活動を努めて実施した。
では学会大会などを通じて酬MJ
の認知度向上を図り、また、関係
機関、民間企業、グローバルヘル
関わる市民社会団体や研究者、
リアに関係する国際機関や ⅢM
―プなどと情報交換を重ね最新
の収集に努めた。

する
対策
の活

促進
国内
国内
活動
行政
スに
マラ
グル
情報

1) 国内研究者との連携促進を目的
に、①第 92回 日本寄生虫学会太
会第 41回マラリア談話会や、②
日本国際保健医療学会第 37回東
日本地方会にてお笑いや講談と
いった芸能などを通じてマラリ
アについて紹介した。
気候変動など他分野の課題対策
を推進する研究者や市民社会組
織と連携することでネットワー
キング拡大や情報蓄積に努めた。
また、MNM米国や、Asia Pacific
Leaders Malaria Allianceな ど
マラリアに特化した国際機関と
は定期的に WE3_会議を実施して
関係強化およびグローバルな情
報共有を図り活動に反映させた。

2)

1)① R5
年 3月 2

9日 、②
R5年 7

月 1日

2)通年

1)① 金
沢 歌劇
座② 国
立 国 際
医 療研
究セ ン
ター会
議室
2)オ ン
ライン

1)① 3

名② 3

名

2)3名

1)①第 92

回日本寄
生虫学会
大会第 41

回マラリ
ア談話会
参加者②
日本国際
保健医療
学会第 37

回東 日本
地方会参
加者およ
び弊 WEB
サイ ト閲
覧者
2)蚊 を媒
介 とする
感染症マ

ラリア制
圧に関心
がある日
本全国の

個 人・団
体で弊冊
Bサイ ト
閲覧者の

不特定多
数

1)①28名

②80名
2)蚊 を媒
介 とする

感染症マ

ラリア制
圧に関心
がある日
本全国の

個 人・団
体で弊冊
Bサイ ト
閲覧者の

不特定多
数

2,l18

´
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自 2022年 7月 1日

至 2023年 6月 30日

Malaria No More Japan

東京都千代田区麹町3-7-4

秩父屋ビル8F



活 動 計 算 書

Ma lar ia No More Japan
[税込](単位 :円 )

自 2022年 7月 1日  至 2023年 6月 30日

爾輛頂I「
~~~~~~~

【受取会費】
正会員受取会費
個人サポーター年会費

【受取寄付金】
受取寄付金

【受取助成金等】
受取助成金

【事業収益】
事業 収益

【その他収益】
受取 利息

経常収益 計

I経常費用】
I事業費】

(人件費)

給料 手当(事業)

通 動 費(事業)

法定福利費(事業)

福利厚生費(事業)

人件費計
(そ の他経費)

業務委託費
印刷製本費(事業)

会 議 費 (事業)

旅費交通費 (事業)

広告宣伝費 (事業)

通信運搬費 (事業)

消耗品 費 (事業)

地代 家賃 (事業)

諸 会 費 (事業)

支払手数料 (事業)

為替 差損
雑   費 (事業)

その他経費計
事業費 計

:管理費】
(人件費)

給料 手当
法定福利費
人件費計

(そ の他経費)

旅費交通費
通信運搬費
消耗品 費
地代 家賃
支払報酬
諸 会 費
支払手数料
その他経費計
管理費 計
経常費用 計

当期経常増減額
【経常外収益】

経常外収益 計

【経常外費用】
経常外費用 計

160,000

10 000

7,200,000

143,980

451,743

22,594

7,818,317

4,178,475

193,824

715,815

1,851,494

11,169,810

684,697

232,113

660,000

72,000

3,174,739

3,262

2 520

2,400,000

400 049

___2型 LttL

170,000

23,023,198

3,020,631

6,695,498

120

32,909,447

500 558

30,757,066

8,938

580

33,000

660,000

748,000

26,400

1,977,476

4 777 525

35,534,591

△ 2,625,144

0

0

22,938,749



活 動 計 算 書

Malaria NoMore Japan
[税込](単位 :円 )

自 2022年 7月 1日 至 2023年 6月 30日

税引前当期正味財産増減額
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

△ 2 625 144

△ 2,625,144
15 206 101

12 580 957



貸 借 対 照 表
Ma lar ia No More Japan [税込](単位 :円 )

2023 6月 30日全事

資 産 の 青 負 債 の 音
金  額 科   目科   目 金 額

流

の

9 503 254

金
金

払
り

未
預

9,365,174
138,080

△

580 957

正

正味財産

前期繰越正味財産額
当期正味財産増減額

206,101
625,144

【流動資産】
(現金・預金)

現   金
普通 預金
現金・預金 計
(売上債権 )

未 収 金
売上債権 計
(棚卸資産)

棚卸 資産
棚卸資産 計
(そ の他流動資産)

前払 費用
その他流動資産 計
流動資産合計

50,037
15,869,082
15,919,119

6,000,000
6,000,000

19,305
19,305

145,787
145,787

22,084,211

:

|

l流動負 4貢 】

:     ■僣合 計

警 産合 計 22.084.211 22.084.211



財務諸表の注配
Ma I a r i a No Mo r e J a p a n 2023年 6月 30日 現在

【重要な会計方針】
財務諸表の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 最終改正

会計基準協議会)に よっています。

(1).棚卸資産の評価基準及び評価方法
棚卸資産の評価基準は原価基準により、評価方法は総平均法によっています。

NPO法 人

(2).固 定資産の減価償却の方法
該当事項はありません.

(3).引 当金の計上基準
該当事項はありません。

(4).外貨建資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、為替差額は損益として処理しています。

(5).施設の提供等の物的サー ビスを受けた場合の会計処理
該当事項はありません。

(6).ボ ランティアによる役務の提供
該当事項はありません。

(7).消費税等の会計処理
ミ現状課税免除です。

【事業費の内訳】
別紙参照

【施設の提供等の物的サービスの受入の内訳】
該当事項はありません。

【活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳】
該当事項はありません。

【使途等が制約された寄付等の内訳】
[税込](単位 :円 )

【固定資産の増減内訳】
該当事項はありません。

【借入金の増減内訳】
該当事項はありません。

助成金合計額 3,277,067円

前期受取助成金計上額 250.436円

当期受取助成金計上額 3,020.631円

300,000

3,020,631

300.(D00

3,020,631

3.320.631 3.320.631

2022年度広報活動及びゼロ
マラリア2030キ ャンペーン
の支援のため

稲作振興による環境変容など
他課題と共にマラリア問題を
考えマラリア課題解決に資す
るための支援事業

合計

内 容 1 期首残高

「

麗璽亜コ三二三コ巨正三二三



【役員及びその近親者との取引の内容】
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

[税込](単位 :円 )

【その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を
明らかにするために必要な事項】

・事業費と管理費の技分方法
各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費のうち、給与手当及び地代家賃については、従事割合に

基づき按分しています.

4, 178,475 4,080,000

4,178,475 4,080,000

(活動計算書)

業務委託費
活動計算書計

251,1009.(365,174

251.1009,365,174

(貸借対照表)

未払金

貸借対照表計

科 目 】



事業費の内訳 (別紙)

Ma I a r i a No Mo r e Iana ll 2023年 6月 30日 現在

(単位 :円 )

2,160,000

59,342

135,523

8,778

816,000

47,768

225,872

8,297

480,000 240,000 264,000 1,320,000 1,920,000

36,870
90,(,49

5,519

7,200,000

143,980

451,743

22,594

2,363,64:3 1,097,937 480,()0() 240,000 264,()0() 1,320,0()0 2,()52,737 7,818,317

119,937

36,166

325,332

1,010,750

411,992
85,182

264,000

28,800
1,213,782

7,035

300,()()0 1,050,000

54,164

573,393

534,159

9,356,860

226,664

143,559

330,000

36,000

1,347,529

2,520

1,213

23,264

277,463

200,000

290,883

6()0,000 450,()0()

552,200

214,208

98,475

4,600

32,670

1,320

191,652

50,000

3,740

450,000

101,320

1,230,0()()

42,301

3,372

66,000

7,200

7,017

△  3,773

18,510

77,072

490,218

4,178,475
0

193,824

715,815

1,851,494

11,169,810

684,697

232,113
660,000

72,000

3,174,739

5,782

3,802,976 13,654,848 1,392,823 1,216,408 135,745 798,032 1,937,917 22,938,749

6,166.619 14,752,785 1,872.823 1.456.408 399,745 2,118,032 3,990,654 30,757,066

(人 件費 )

給料 手当 (事 業)

通 勤 費 (事業)

法定福利費 (事業 )

福利厚生費 (事業 )

人件費計

(そ の他経費 )

業務委託費
外注費 (事業 )

印刷製本費 (事業)

会 議 費 (事業)

旅費交通費 (事業 )

広告宣伝費 (事業 )

通信運搬費 (事業 )

消耗品 費 (事業 )

地代 家賃 (事業 )

諸 会 費 (事業)

支払手数料 (事 業 )

為替差損・雑費

その他経費計

合計

■E回置コ■□国EコEコ i■Eコロロ■■■ ‐

… …

燕 ■
―

■ゼ ロマラ リア1



財 産 目 録
Malaria No More Japan
全事業所

[税込](単位 :円 )

2023年 6月 30日 現在

【流動資産】
(現金・預金 )

現   金

日本円
ルピア

CFA

普通 預金

三菱UFJ
郵便振替口座
PayPal

現金・預金 計

(売上債権 )

未 収 金

売上債権 計

(棚卸資産)

棚卸 資産

棚卸資産 計

(そ の他流動資産)

前払 費用

その他流動資産 計

流動資産合計

資産の部 合計

【流動負債】
未 払 金

社会保険料

その他

預 り 金

源泉所得税預 り金等
跡‖本部

流動負債 計

負債の部 合計

正味財産

19,305

19,305

145,787

145,787

0「雇司D

《負債の部》

50,037
(10, 191)

(3s)
(39, 8l l)

15,869,082
(13,559,774)
(1,808,8s2)

(500 456)

15,919,119

6 000 000

6,000,000

9,365,174

(63,222)

(9,301,952)

138,080

(131,648)

22,084,211

9 503 254

22,084,211

9, 503,254

__堅型聖望二

(6 432)



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 4年度年間役員名簿 (前事策年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前●業年度における輻出の有無を記載した名簿)

生起上宣王」週 日E』塾上上亘」生Ш_量Q上」LttШ

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

Z各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに〇

(フ リガナ)

氏   名

前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該 当者のみに記入)

1

シンヨ タカヒロ

神余 隆博

R4年 7月 1日

R5年 6月 30日

年  月  日

年 月 日

2 監 事

イシケ' フミ,ヽル R4年 7月 1日

R5年 6月 30日

年  月  日

年  月  日石毛 郁治

3 監 事

カノウ シケ
・

:1キ

狩野 繁之

R4年 7月 1日

R5年 6月 30日

年 月

月

日

日年

4 監事
サワヘ

・
 キョウコ

澤邊 京子

R4年 10月 1日

R5年 6月 30日

年   月 日

日年   月

5 監 事

タカノ ァツロウ R4年 7月 1日

R5年 6月 30日

年  月  日

年  月  日高野 哲朗

6 監事
シフ・サワ ケン

澁澤 健

R4年 7月 1日

R4年 9月 30日

年 月

月

日

日年

7 監事

タカキ' マサヒロ R4年 7月 1日

R4年 9月 30日

年  月  日

年 月 日高木 正洋

8 監事

マーティン エト'ルント・

Martin Edlund

   

  

R4年 7月 1日

R5年 6月 30日

年 月

月

日

日年

9 監 事

ナカ
・シマ ミキ

長島 美紀

R4年 7月 l日

R5年 6月 30日

年

年

月

月

日

日

10 監 事理事

_ンモト レイ R4年 7月 1日

R5年 6月 30日

年  月  日

年  月  日西本 麗

11 監 事

ハラタ
・
 アキラ

原田 聡

R4年 7月 1日

R5年 6月 12日

年

年

月

月

日

日

〇
監事

理



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

役 名
どちらかに

○

(フ リガナ)

前事業年度内の

就任期間

報酬 を受 けた期 間

(該 当者のみに記

入)
氏   名

12 監事

ミト  ノフ
・
アキ

R4年 7月 1日

R5年 6月 30日

年  月  日

年  月  日水戸 信彰

13 監事理事

ヒラハ
・
ヤシ フミコ

R4年 10月 1日

R5年 6月 30日

年  月  日

年  月  日平林 史子

14 理事
o

スカ・ワラ クニヒコ R4年 7月 1日

R4年 9月 30日

年  月  日

年  月  日菅原夕,彦
15 理事 o

ワタナヘ' マサコ R4年 10月 1日

R5年 6月 30日

年   月   日

年   月   日渡辺 雅子



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人 Llェ上 ‖o More Jttan

氏   名

1 飯塚 由美子

2 石毛 郁治

3 稲田 英之

4 狩野 繁之

5 澤邊 京子

6 神余 隆博

7 高木 正洋

8 高野 哲朗

9 長島 美紀

10 西本 麗

11 松尾 美由紀

12 水野 達男

13 水戸 信彰

14 平林 史子

15 福田 加奈子         




